
周 辺 ア ー ト 作 品

篠原 勝之 
「SAILING TREE」（2006年作）

［アトリア横］

2006年4月22日 のア ト リ ア 開 館 を記
念して制作されたモニュメント。ワーク
ショップに参加した川口市内の小中学生
60名が身のまわりから拾い集めた鉄をも
とに「鉄のゲージツ家」の異名を持つアー
ティスト・篠原勝之さんが制作しました。

富田 匠美 「働く歓び」（1974年作）

［川口駅東口 キュポ・ラ広場］

川口を代表する鋳物工場で働くことの素晴らしさを表
現した作品。鋳物職人がキューポラ（溶鉱炉）で溶かし
た鋼鉄を「湯

ゆ

汲
くみ

」と呼ばれる柄杓で受け、一気に鋳型
に注ぎ込む注

ちゅう

湯
とう

作業のようすを表しています。公益社
団法人川口青年会議所より川口市に寄贈され、今日に
至るまで川口の街のシンボルとなっています。

建畠 覚造 「WAVING FIGURE」（1992年作）

［川口西公園（リリアパーク）］

戦後の日本で抽象彫刻を確立した彫刻家の一人である建畠
覚造と、川口市内の金属加工会社が手を組み制作されまし
た。立方体の12本の辺を波形に置き換えた形をしていて、
正面に立つと中心の6本の辺は曲線ではなく直線に見える
よう計算されています。
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かつて市内には、豊かな地下水が湧き、あちこちに井戸があっ
たといわれます。この良質な地下水を活かして、サッポロビー
ル埼玉工場は大正14年（1925年)から78年間にわたり操業
していました。

ビール仕込み釜
［並木元町公園（アートパーク）内］

サッポロビール埼玉工場で実際に使用されていた仕込み釜の
1つがモニュメントとして残されています。仕込み釜の周り
には、当時の工場の外観や醸造室の風景が描かれたプレート
が設置されています。

大徳稲荷神社
［並木元町公園(アートパーク)そば］

サッポロビール埼玉工場の敷地内にかつてあった神
社が移設され、今も残っています。社号標にはビー
ル製造技術者から経営者になり「日本のビール王」
と謳われた昭和初期の実業家 高橋龍太郎の名が刻
まれています。

サッポロビール埼玉工場記念マンホール
［リボンシティレジデンス内］

工場の敷地内で実際に使用されていたマンホールです。
現在はリボンシティレジデンスの敷地内で見ることが
できます。サッポロビールのシンボルである星のマー
クがあしらわれていて、赤・青・緑の三種類がありま
す。古くから鋳物産業が盛んな川口では、ほかにも趣
向を凝らしたマンホールが町中に数多く点在していま
す。
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サッポロビール埼玉工場跡地［リボンシティ］
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ギリスから横浜港についたこの機関車の部品は、東

京湾から墨田川に入り、やがて小船に積まれて荒

川に入り、善光寺付近で陸揚げされて組み立てら

れる予定でした。ところが善光寺の裏で部品を積んだ小船が重

さに耐えきれず沈没。その際に、善光寺の檀家たちが総出で引

き上げたというエピソードが残っています。「善光号」の名前

には、助けてくれた檀家たちへの感謝の気持ちもこめられてい

るのかもしれませんね。（※諸説あり）

イ

そ の 他 周 辺 散 策 ス ポ ッ ト

SL・青葉通り
［アトリア～川口駅までの道］

アトリアのあるリボンシティと川口駅を繋ぐ道には、
サッポロビール埼玉工場時代に、川口駅と工場を結ぶ
機関車の専用線が敷かれていました。蒸気機関車が
ビールを運んでいた道には、機関車の車輪やボイラー
をモチーフにした鋳物のオブジェが設置されています。

「ビール」の名前がついた電柱
日本の全ての電柱には、電柱番号（電柱の住所のよう
なもの。地域・路線名などがついていることが多い。）
が割り当てられています。SL・青葉通りの電柱には、
サッポロビール埼玉工場跡地にちなんで「ビール」と
数字を用いた電柱番号がつけられていて、全部で4本
あります。

川口駅の銘板（駅名表示板）
［JR川口駅］

川口駅の銘板は鋳物製で、蒸気機関車がモチーフになっています。
この蒸気機関車には、よく見ると「善光号」と記されています。
善光号とは、明治14年（1881年）製造の、埼玉県を初めて走行
した蒸気機関車です。日本で初めての民間の鉄道会社である日本
鉄道会社の路線建設工事用にイギリスから輸入され、現在のJR
高崎線等の敷設工事で活躍しました。
蒸気機関車が組み立てられた場所が、市内にある善光寺付近で
あったことから「善光号」の名で鉄道関係者や埼玉県民に親しま
れました。
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川口市立アートギャラリー・アトリア
〒 332-0033 埼玉県川口市並木元町 1-76
TEL ／ 048-253-0222　mail ／ info@atlia.jp

休 館 日 ／	月曜日（祝日の場合は翌平日）・年末年始・施設整備期間

開館時間／	10:00 〜 18:00（最終入館 17:30）

アクセス／	JR 川口駅（京浜東北線）東口から徒歩約８分
		 駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください。

バリアフリー設備／スロープ、段差のないフロア、多目的トイレ

写真掲載にあたり、可能な限り権利関係の確認を行っておりますが、一部について管理者を特定することができませんでした。

万一掲載に不都合がございましたら、関係者の方はご一報いただければ幸いです。


